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項目選定条件について④ 
 
［条件４］ 既存の認定調査項目（７群まで）と回答傾向が類似する設問を除外 

選定条件； 既存の認定調査項目（７群まで）と新規項目のクロス表を作成し、 
既存項目との関連性を示す独立係数が高い（0.5以上）設問を除外対象とする。 

 
《×；除外の例》 
 「既存項目との関連性を示す独立係数が高い（0.5以上）」 
新規項目である「15-12 今の時間を理解する」と既存項目の「6-5-ｱ 毎日の日課を理解」
の独立係数＝0.721 ＞0.5 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
《○；選定の例》 
 「既存項目との関連性を示す独立係数が低い（0.5未満）」 
新規項目である「14-7 昼間から寝ていたり閉じこもる」と既存項目の「6-5-ｱ 毎日の日課
を理解」の独立係数 
＝0.159 ＜0.5 
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回答傾向に関連が見られる。 
「できる－できる」と「できない－で

きない」の関連が回答の大部分を

占める 

回答傾向に関連が見られない。 
毎日の日課の理解が「できる」「で

きない」のどちらでも、 
昼間から寝ていたり閉じこもるの

回答は「ない」が多数を占める 
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